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特集「ユビキタスコンピューティングシステム（X）」の
編集にあたって

村尾 和哉1,a)

1988年に Dr. Mark Weiserによって，情報機器を意識

せずに，いつでもどこでも利用できるというユビキタスコ

ンピューティングの概念が提唱されました．それ以降，情

報処理技術の発展にともない，多くの機器にコンピュータ

が組み込まれ，スマートフォンやクラウドコンピュータと

も連携して得られるビッグデータが機械学習により分析

可能になり，さまざまなサービスにより人々の生活の支援

を行うことができるようになってきています．現在は IoT

（Internet of Things）という概念もよく聞かれるようにな

りましたが，ユビキタスコンピューティングは IoTも包括

し，いかに人が意識せず有益なサービスを実現するか，を

取り扱う研究分野となっており，センサデバイス，信号処

理，ミドルウェア，ネットワーキング，データマイニング，

ヒューマンインタフェースや AIなどの工学分野から，社

会学や心理学などにも踏み込んで，学際的に研究活動が行

われています．

本特集号はこのような研究の推進を目的として，ユビキ

タスコンピューティングシステム（UBI）研究会が企画し

ているもので，今回で第 10回目となりました．UBI研究

会の主査，幹事，運営委員を中心に構成した編集委員会で

の慎重な審議の結果，投稿数 14件に対して，8件の論文が

採択されました（採択率 57%）．非常に優れた論文を採択

できたものと考えます．

採択された論文のテーマは，次に利用するスマートフォ

ンアプリの予測や，ヘルメット内圧力データを用いた個人

識別，感染症流行時の身体活動量分析，大規模ユーザの滞

在情報を用いたエリアの特徴付けとCOVID-19による影響

分析，アクティブ音響センシングを用いた環境温度変化に

ロバストな物体情報識別といった，ユビキタスコンピュー

ティングの実現に向けて取り組まれている広範な研究か

ら，質の高い研究論文を採択することができました．今後

も，本特集号を継続していく予定ですので，投稿をぜひご

検討いただければと思います．

最後に，本特集号の機会を与えてくださった論文誌編集

委員会の皆様，多忙にもかかわらず丁寧に査読していただ

いた査読者の方々，編集にご協力戴いた特集号幹事・編集

委員の皆様に感謝申し上げます．特に，特集号編集委員の
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皆様には，著者と査読者の間に入り，論文の採択に向けて

多大なご助力をいただきました．その結果，高品質な論文

を数多く採択することができました．心より御礼を申し上

げます．また，何にも増して，ご投稿いただいた著者の皆

様に深く感謝いたします．今回は残念ながら採択に至らな

かったご研究についても，そのような積み重ねがあってこ

そ，本文野が発展していくものです．本特集号が本分野の

さらなる発展に向けた一助となれば幸いです．
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